




















研究要旨 幼児の自己制御機能の発達をめぐって、思いやりや攻撃性、親子関係との関連

について検討した。3 歳 10 ヶ月～6 歳 10 ヶ月の幼児の母親 316 名を対象に評定を求めた。

その結果、(1)自己抑制は「欲求不満耐性」「遅延可能性」「根気」の 3 因子、自己主張は「正

当な要求」「能動性」の 2 因子から成っていた。自己抑制機能は年中から年長にかけて発達

するのに対して、自己主張機能は年齢差がなかった。(2)自己抑制機能が思いやりや攻撃性

と関連が深かった。(3)男児の場合、母親の受容的態度が子どもの自己主張機能や、時には

自己抑制機能の発達にプラスの影響を与える可能性があった。女児の場合、受容的態度は

子どもの自己抑制機能の発達にプラスの影響を、統制的態度や力中心の養育スタイルは自

己抑制や自己主張の発達にマイナスの影響をもたらす可能性のあることが明らかとなった。 


